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二
〇
〇
六
年
度
行
事
報
告

第
四
五
回
大
会

理
事
会

研
究
発
表
会

二三四五

七
月
一
七
賃
（
月
）
於
・
旭
川
パ
レ
ス
ホ
テ
ル

「
陰
謀
論
」
と
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
親
和
性

　
　
　
　
　
北
大
大
学
院
博
士
後
期
課
程
　
辻
　
隆
太
朗

生
命
倫
理
に
お
い
て
「
神
を
演
じ
る
」
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
　
北
大
大
学
院
博
士
後
期
課
程
　
鶴
島
　
　
暁

閾
本
ナ
ザ
レ
ン
教
団
旭
川
教
会
で
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
施

設
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
浅
井
学
園
大
学
　
千
里
　
政
文

〈
宗
教
〉
に
対
す
る
エ
リ
ア
…
デ
の
「
不
安
」

　
　
　
　
　
　
北
大
大
学
院
修
士
課
程
　
　
奥
山
　
史
亮

イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
団
体
・
聖
公
会
グ
ル
ー
プ
北
海
道
移
住
の

経
緯
　
…
天
沼
家
所
蔵
文
書
か
ら
読
み
取
る
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
寄
市
立
大
学
　
白
井
　
暢
明

総
　
　
　
会

〔
報
　
告
〕

　
二
〇
〇
五
年
度
行
事
・
会
計
・
会
計
監
査
報
告
を
承
認
し
た
。

〔
協
　
議
〕

〔
1
〕
学
会
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
土
屋
会
長
よ
り
、
日
本
基
督
教
学
会
北
海
道
支
部
と
北
海
道
基

督
教
学
会
と
の
関
係
を
ど
う
す
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
関
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
の
報
告
・
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
以
下

の
諸
点
が
協
議
さ
れ
、
決
定
さ
れ
た
。

　
（
1
）
東
北
支
部
と
北
海
道
支
部
と
の
統
合
に
は
賛
否
両
論
が

　
　
　
あ
り
、
当
初
の
統
合
案
を
こ
の
ま
ま
押
し
進
め
る
こ
と

　
　
　
は
し
な
い
。

　
（
2
）
目
塞
基
督
教
学
会
北
海
道
支
部
と
北
海
道
基
督
教
学
会

　
　
　
を
組
織
と
し
て
分
離
す
る
に
あ
た
り
、
会
計
の
分
離
と

　
　
　
活
動
の
分
離
の
二
点
が
協
議
さ
れ
た
。

　
（
3
）
会
計
運
営
を
分
離
す
る
と
い
う
前
圓
大
会
に
お
け
る
決

　
　
　
定
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
形
で
実
施
す
る
。

　
（
3
－
1
）
北
海
道
基
督
教
学
会
会
計
に
置
か
れ
て
い
る
繰
り

　
　
　
越
し
残
金
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
基
督
教
学
会
の
通
常
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会
計
か
ら
は
ず
し
、
「
資
金
管
理
会
計
」
（
仮
称
）
に
入

　
　
れ
る
。

（
3
－
2
）
北
海
道
基
督
教
学
会
の
会
計
年
度
は
四
月
か
ら
三

　
　
月
ま
で
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
現
時
点
で
は
二
〇
〇
六

　
　
年
度
会
計
が
す
で
に
始
ま
っ
て
お
り
、
支
部
助
成
金
も

　
　
振
り
込
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
助
成
金
は

　
　
北
海
道
基
督
教
学
会
の
会
計
に
繰
り
込
み
、
来
年
度
残

　
　
金
と
と
も
に
通
常
会
計
か
ら
は
ず
す
。
二
〇
〇
七
年
度

　
　
以
降
は
、
今
回
の
決
定
に
従
い
、
助
成
金
の
扱
い
を
日

　
　
本
基
督
教
学
会
北
海
道
支
部
事
務
局
へ
移
管
す
る
。

（
3
－
3
）
北
海
道
基
督
教
学
会
の
運
営
に
「
資
金
管
理
会
計
」

　
　
か
ら
の
支
出
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
北
海
道
基

　
　
督
教
学
会
理
事
会
が
こ
れ
を
審
議
し
、
承
認
し
た
上
で

　
　
支
出
す
る
も
の
と
す
る
。

（
3
－
4
）
「
資
金
管
理
会
計
」
に
置
か
れ
た
残
金
に
つ
い
て
、

　
　
日
本
基
督
教
学
会
北
海
道
支
部
は
今
後
、
請
求
権
を
主

　
　
張
し
な
い
。

（
3
－
5
）
北
海
道
基
督
教
学
会
は
、
日
本
基
督
教
学
会
北
海

　
　
道
支
部
と
会
計
を
分
離
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
会
計
運

　
　
　
営
に
困
難
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
間
題
に
つ

　
　
　
い
て
は
、
今
後
の
継
続
協
議
の
対
象
と
す
る
。

　
（
4
）
日
本
基
督
教
学
会
北
海
道
支
部
と
北
海
道
基
督
教
学
会

　
　
　
の
今
後
の
活
動
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
は
、
両
団
体
が

　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
に
新
し
い
形
を
探
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、

　
　
　
前
者
の
事
務
局
は
さ
し
あ
た
り
北
海
学
園
大
学
に
お
く
。

〔
2
〕
役
員
改
選

〔
3
〕

〔
4
〕

［
会
　
　
長
］

［
会
計
監
査
］

［
理
　
　
事
］

［
幹
　
　
事
］

次
期
第
四
六
回
大
会
は
、
二
〇
〇
七
年
七
月
一
六
日

海
の
日
）
に
酪
農
学
園
大
学
に
お
い
て
開
催
す
る
。

『
基
督
教
学
』
第
四
二
号
を
発
行
す
る
。
編
集
委
員
と
し
て

次
の
各
氏
を
選
出
し
た
。

阿
部
包
、
石
川
明
人
、
宇
都
宮
輝
夫
、
小
林
敬
、
白
井
暢
明
、

山
我
哲
雄

井
上
昌
保

菅
沼
英
二

阿
部
包
、
宇
都
宮
輝
夫
、
川
島
洋
一
、
小
林
敬
、

白
井
暢
明
、
土
屋
博
、
柊
暁
生
、
牧
野
玲
子
、

山
我
哲
雄

石
川
明
人
、
佐
々
木
啓
、
千
里
政
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
月
・
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〔
5
〕
二
〇
〇
六
年
度
予
算
案
を
決
定
し
た
。

［
新
入
会
・
退
会
］

　
安
酸
敏
眞
、
辻
隆
太
朗
、
奥
山
史
亮
の
三
氏
の
入
会
を
承
認
し

た
。　

和
闘
博
文
氏
の
逝
去
が
報
告
さ
れ
た
。

懇
　
親
　
会

　
　
執
筆
者
紹
介

佐
々
木
啓
　
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
　
准
教
授

奥
山
史
亮
　
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
　
博
士
後
期
課
程

平
井
上
総
　
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
　
博
士
後
期
課
程
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